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（２）「収入が少ない」を理由とする年収別の割合 

 20歳代から40歳代の男性が「収入が少ない」を結婚していない理由とする割合を年収別に見たとこ

ろ、300万円未満の層ではおよそ３人に２人、300～500万円未満の層ではおよそ３人に１人となってい

ます（図表3-1-18）。 

 

図表3-1-18 男性の結婚していない理由として「収入が少ない」とする割合（20～40歳代の年収別、学生は除く） 
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（２）幸福感（問1-1）との関係 
地域活動への参加度合い別に幸福感の平均値を集計したところ、「町内会・自治会」、「その他の地縁

活動」、「スポーツ・趣味・娯楽活動」、「市民活動・ボランティア活動・NPO活動」のいずれも、地域活

動に参加している人が参加していない人よりも幸福感が高く、地域活動への参加度合いと幸福感には関

連があると考えられます（図表3-2-10）。   

 
図表3-2-10 地域活動への参加度合いと幸福感との関係  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

詳細なデータは別冊のデータ集151～154㌻ 
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図表3-3-4 女性就労に対する考え方（性・配偶関係別） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 家事や育児、介護の時間（問4-7）について 
 

（１）県民の皆さんの状況 

 平日に家事や育児、介護をする人の割合は県全体では72.6％ですが、女性は92.0％、男性は49.5％

と男女差が大きくなっています。 

 就学前の子どもや小中学生を持つ層を対象に集計したところ、女性の「する」割合はほぼ100％です

が、男性は「就学前の子どもがいる」で69.7％、「小中学生がいる」で54.6％にとどまっています（図

表3-3-5）。 

 

 次に、休日の状況を見ると、女性は平日と同様に「する」割合が高い一方、男性の「する」割合は

57.4％で平日より高いものの、女性より35.3ポイント低い水準に留まっています。 

 しかし、就学前の子どもを持つ男性では「する」割合は 86.5％と高く、男性でも休日に家事や育児

等に参加する割合は高くなっています（図表3-3-6）。 

 
 さらに、就学前の子どもを持つ正規職員について集計したところ、女性で就学前の子どもを持つ正

規職員は全員（100％）が平日に「する」と回答し、その平均時間もおよそ6時間となっており、仕事

と家庭や育児の両立に日々努力している状況が改めて確認できます（図表3-3-7）。 

 

 なお、総務省の社会生活基本調査によると、男性の家事関連時間は平日で33分、日曜日が1時間8

分となっており、女性は平日で3時間32分、日曜日が3時間43分となっています（図表3-3-7参考）。 

 

 

 

詳細なデータは別冊のデータ集158～160㌻ 






















